
オカヤドカリ4種およびヤシガニの血球分類
ヤシガニで見つかった新たな多血球性分類群

言語: Japanese

出版者: 水産大学校

公開日: 2024-10-11

キーワード (Ja): 

キーワード (En): Coenobitidae; Crustacea; hemocyte;

morphology; diversity

作成者: 近藤, 昌和, 安本, 信哉, 高橋, 幸則

メールアドレス: 

所属: 

メタデータ

https://fra.repo.nii.ac.jp/records/2012069URL
This work is licensed under a Creative Commons
Attribution 4.0 International License.

http://creativecommons.org/licenses/by/4.0/


本論文 Journal of National Fisheries University 64 (2) 172 -177 (2016) 

オカヤドカリ4種およびヤシガニの血球分類：ヤシガニ
で見つかった新たな多血球性分類群

近藤昌和＼安本信哉，高橋幸則

Classification of Hemocytes in Four Species of Land Hermit 
Crabs (Coenobita) and Coconut Crab (Birgus latro): A New 
Classification Group of Polyhemocytic Crustaceans Found in 

Coconut Crab 

Masakazu Kondo t, Shinya Yasumoto and Yukinori Takahashi 

Abstract : Morphological characteristics of hemocytes from Coenobitidae (Paguroidea, Anomura, 

Decapoda, Crustacea) were examined by light microscopy. Two types of hemocytes (granulocytes) 

were observed in each Coenobitidae, but the composition of hemocytes were different between coconut 

crab Birgus latro and land hermit crabs (Coenobita cavipes, C. purpureus, C. rugosus, C. violascens). 

Each Coenobita had chromophobic granulocyte and eosinophilic granulocyte. This composition (group 

IV) were similar to that of Caridea (Caridina, Macrobrachium, Palaemon, Alpheus) and Stenopodidea 

(Stesnopus), but differed from other anomuras such as Paguridae (Paguroidea; Pagurus, Spiropagurus; 

group II) and Lithodidae (Lithodoidea; Paralithodes; group II). On the other hand, Birgus had 

basophilic and eosinophilic granulocyte and eosinophilic granulocyte. This composition (new group, 

VI) is the first record in polyhemocytic crustaceans. 

Key words : Coenobitidae, Crustacea, hemocyte, morphology, diversity 

緒戸

著者らは前報 1,2)までに，甲殻類を血球の種類数に基づ

いて， 3つのグループに分けることを提案した。すなわち，

血液中を循環する血球を持たない甲殻類を無血球性甲殻類

hemocyteless crustaceanとし， 1種類の血球のみを有する甲

殻類を単血球性甲殻類monohemocyticcrustacean, 複数の

血球種を有する甲殻類を多血球性甲殻類polyhemocytic

crustaceanとした 1,2)。無血球性甲殻類はさらに偽無血球性

甲殻類と真無血球性甲殻類に細分され，前者には循環血球

は観察されないが，組織上や組織中に細胞の系譜としては

血球に相当すると考えられる血球様の顆粒細胞が認められ

る。一方，後者には血球も血球様顆粒細胞も観察されない。

また，単血球性甲殻類は真単血球性甲殻類と偽単血球性甲

殻類に分類され，前者には鯉脚類（鯉脚綱）や顎脚類（顎

脚綱）のほかに原始的な軟甲類（軟甲綱）であるコノハエ

ビ類（コノハエビ亜綱薄甲目）が属し，後者には真軟甲類

（軟甲綱真軟甲亜綱）に属する単血球性甲殻類（ニホンイ

サザアミ Neomysisjaponica (フクロエピ上目アミ目）．カ

クレエビ Conchodytesnipponensis (ホンエビ上目十脚目

Decapoda)) を配置した。多血球性甲殻類は，血球種の組

成に基づいて群分けされ， これまで 5つの群 (I~V群）

が報告されている。多血球性甲殻類には軟甲類のシャコ類

（トゲエビ亜綱口脚目）と真軟甲類が属する。
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以上の各グループに属する甲殻類の分類学的位置から，

甲殻類の系統と血球形態の関係について以下の仮説を提唱

した叫仮説：①甲殻類の祖先種は 1種類の血球を有する

真単血球性甲殻類であった。②現生の甲殻類において血液

循環の乏しい種では循環血球を有さず，血球は組織上また

は組織中に血球様顆粒細胞として存在し（偽無血球性甲殻

類），体制が極端に退化した種では血球も血球様顆粒細胞

も持たない（真無血球性甲殻類）。③軟甲網トゲエビ亜網

と同綱真軟甲亜綱の共通の祖先種において「血球の種類数

の増加（血球種の複数化）」が起こり，その血球種組成は

1群であった（多血球性甲殻類の出現）。④I群の祖先種か

ら分岐した各動物群において， 「血球の種類数の減少（血

球種の単純化）」が起こり，血球種の組成に多様性が生じ

た（各群の多血球性甲殻類と偽単血球性甲殻類の出現）。

これらの仮説を検証するためには，さらに多くの甲殻類に

ついて調べる必要がある。

オカヤドカリ科 Coenobitidae(十脚目抱卵亜目

Pleocyemata異尾下目 Anomuraヤドカリ上科Paguroidea)

に属する数種の甲殻類の血球を観察したところ，ホンヤド

カリ科Paguridae(ヤドカリ上科）のヤマトホンヤドカリ

Pagurus japonicusとゼンマイヤドカリ Spiropagurus

spiriger, ならびにタラバガニ科 Lithodidaeのタラバガニ

Paralithodes camtschaticus (タラバガニ上科Lithodidea)'l

といった異尾類とは異なる血球種の組成が認められた。ま

た，オカヤドカリ科の中でも，オカヤドカリ類 Coenobita

とヤシガニBirguslatroでは血球種の組成が異なっており，

ヤシガニでは既知の分類群 (I~V群）に当てはまらなかっ

たのでここに報告する。

材料および方法

実験には下関市内の熱帯魚店で購入した体重35g前後の

オカヤドカリ類4種（オカヤドカリ C.cavipes, ムラサキオ

カヤドカリ C.purpureus, ナキオカヤドカリ C.rugosus, コ

ムラサキオカヤドカリ C.violascens) 3lおよび沖縄県の採集

業者から購入したヤシガニ（体重約450g) を用いた。い

ずれも室温 (20℃)で 1週間以上飼育したのち実験に供し

た。なお，飼育期間中は，オカヤドカリ類にはクルマエビ

用配合飼料（育成用L (P-2), 林兼産業）を，ヤシガニに

はマダイ Pagrusmajorの切り身を適宜給餌した。

近藤ら I)にしたがって第4脚の基部より血液を採取した。

オカヤドカリ類には宿貝を 70℃の湯に浸して，宿貝から

出た個体を用いた。血液塗真抹標本に May-Griinwald染色

を施して観察した凡

結果

オカヤドカリ類4種（オカヤドカリ，ムラサキオカヤド

カリ，ナキオカヤドカリ，コムラサキオカヤドカリ）の血

球は，いずれも顆粒を有する顆粒球であり，顆粒の染色性

の違いから難染性顆粒球 (chromophobicgranulocyte, CG) 

と好酸性顆粒球 (eosinophilicgranulocyte, EG)の2種類に

同定された (Figs.IA, 18)。このことから， 4種のオカヤ

ドカリの血球種組成は多血球性の IV群に分類された。オ

カヤドカリ類の CGとEGの細胞体の形状は4種ともに円

形，卵円形，楕円形，樺形または紡錘形であり，大きさは

様々であった (CG:長径 7.0~ 20.0μm, 短径 6.0~ 10.0 

μm; EG: 長径 7.0~ 20.5μm, 短径6.0~ 9.0μm)。核は両

血球種ともに卵円形からt旱形であり (CG:長径6.0~ 10.5 

μm, 短径 3.0~ 7.0μm; EG: 長径 6.5~ 12.5μm, 短径4.0

~6.0pm), 細胞の中央またはやや偏在して存在した。また，

核内には血球種を問わず濃青色を呈する粒子状のヘテロク

ロマチンが多数観察された。難染性顆粒と好酸性顆粒はと

もに長径 I.Opm以下の円形または卵円形であった。

ヤシガニでは 2種類の顆粒球好塩基性好酸性顆粒球

(basophilic and eosinophilic granulocyte, BEG) および好酸

性顆粒球 (eosinophilicgranulocyte, EG)が観察された (Figs.

IC, ID)。この顆粒球の組み合わせは既報 I)の血球種組成

とは異なっていたことから，ヤシガニを新たな群 (VI群）

に分類した。ヤシガニ BEGは細胞質に好塩基性顆粒と好

酸性顆粒の両者を有する血球であり，両顆粒ともに長径 1.0

pm以下の円形または卵円形であった。一方，ヤシガニ

EGには円形または卵円形の好酸性顆粒（長径 I.Oμm以下）

のみが観察された。両血球種ともに細胞体は円形，卵円形，

楕円形，禅形または紡錘形であり，大きさは様々であった

(BEG: 長径7.5~ 26.0μm, 短径7.0~ 11.5 pm; EG: 長径9.5

~ 25.0 pm, 短径6.0~ 14.0 pm)。核は両血球種ともに卵

円形から梓形であり (BEG:長径6.0~ 12.0μm, 短径3.0

~ 6.0pm;EG: 長径6.0~ 14.0 pm, 短径3.0~ 6.0 pm), 細

胞の中央またはやや偏在して存在した。また，血球種を問

わず核内には濃青色を呈する粒子状のヘテロクロマチンが

多数観察された。
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 一Fig. 1. Hemocytes of land hermit crab Coenobita cavipes (A & 

B; hemocyte classification group IV) and coconut crab 

B喫 1slatro (C & D; hemocyte classification group VI). 

A, chromophobic granulocyte (CG); B, eosinophilic 

granulocyte (EG); C, basophilic and eosinoph山c

granulocyte (BEG); D, eosinoph廿icgranulocyte (EG) 

May-Grunwald stain. Bars=! pm. 

考察

これまでに多血球性甲殻類の血球分類群として 5つの群

(I~ V群）が報告されている IJ。1群にはトゲエビ亜網口

脚目のシャコ類 (Oratosquilla,Haipiosquilla), 真軟甲亜網フ

クロエビ上目 等 脚 目 のワ ラ ジムシ亜目 (Ligia,

Armadillidiwn, Poree/Lio) と有扇亜目 (Mothocya,

Rhernnella), 同上目の端脚目 (Melita), 真軟甲亜綱ホンエ

ビ上目十脚目根鯉亜目 Dendrobranchiataクルマエビ下目

Penaeideaのクルマエビ科 (Marsupenaeus, Metapenaeopsts, 

乃ac/1ysala111bria),同目抱卵亜目アナジャコ下目 Thalassinidea

のスナモグリ科 (Callianassa) とアナジャコ科 (Upogebia),

同亜目短尾下目 Brachyuraのカラ ッパ科 (Matula), コブシ

ガニ科 (Philyra), ガザミ科 (Chmybdis,Portunus, Scylla, 

Thalami/a) およびオウギガニ科 (leptodius, Sphaerozius) 

が含まれる。II群には抱卵亜目ザリガニ下目 Astacideaア

カザエビ科 (Homarus), 同亜目イセエビ下目 Achelataイ

セエビ科 (Panulirus),同亜目異尾下目ヤドカリ上科ホン

ヤドカリ科のヤマトホンヤドカリとゼンマイヤドカリなら

びに同下目タラバガニ上科タラバガニ科のタラバガニが属

する。Ill群には抱卵亜目ザリガニ下目アメリカザリガニ

科 (Cambaroides,Procambarus), 短尾下目のイワガニ科

(Eriocheir, Hemigrapsus, Gae/ice, Chiromantes, 

Pachygrapsus), サワガニ科 (Geothelphusa) およびスナガ

二科 (Ocypode) が，IV群には抱卵亜目オトヒメエビ下目

Stenopodideaオトヒメエビ科 (Stenopus),同亜目コエビ下

目Carideaの ヌマエビ科 (Caridina), テナガエビ科

(Palaemon, Macrobrachium) および テッ ポウエビ科

(Alpheus) が含まれる。また，フクロエビ上目等脚目ミズ

ムシ亜目 (Asel/us)もIV群に分類されている。V群には

短尾下目カクレガニ科 (Pinnotheres)が属する。

本研究の結果オカヤドカリ類には 4種ともに2種類の

血球すなわち難染性顆粒球と好酸性顆粒球が観察され，

その血球種の組成から多血球性の IV群に分類された。一

方，ヤシガニには好塩基性好酸性顆粒球と好酸性顆粒球が

認められたが，これらの血球種からなる分類群はこれまで

報告がないことから，新たに VI群を設定した。好塩基性

Table I. Comparison of morphological characteristics ofhemocytes from polyhemocytic crustaceans (May-Grunwald stammg 

preparation, modified from Kondo et alり）

Hemocyte type1, 

granule-

Group I 
BFG (B, r, ,s 0.3) 

BP (B, a few, r, 0.5); bh 

BG (B, r, 0.3-0.5) 

CSG (C, r, 0.3-0.5) 

Classification groups according to hemocyte compos1t1011 

Group II Group Ill Group IV Group V 

SBC; ag; bh 

CG (C, r or rod, 竺1.0)

ESG (E, 1―,'.S 0.5) 

(staining, shape, CLG (C, r, O.S-I .O) ELG (E, r, :o 1.0) 
size (/Im)) and BEG (B & E, r, 0.3-0.5) 
other characters ］ EGf(E, r, 0.5-1.0) 

EGd (E, r, 0.5-1.0) 

CG(C,r, 竺1.0)

ESG (E, r, さ0.5)

CG (C, r too,<: 1.0) 

EG (E, r too, S I .OJ 

ESG (E, r, 5 0.5) 

ELG (E, r too, ~ 1.5) 

Group_ VI 

BEG (B & E. r too,~ 1.0) 

EG (E, rto o, :o 1.0) 

ELG (E, r, 1.0-3.0) 

1BEG, basophilic and eosinophilic granulocyte; BFG, basophilic fine granular cell; BG, basophilic granulocyte; BP, basophilic plasma cell; CG, chromophob1c 
granulocyte; CLG, chromophobic large granulocyte; CSG, chromophobic small granulocyte; EG, eosinophilic granulocyte; EGf, eosinophilic granulocyte with fine 
chromatin-meshed nucleus; EGd, eosinophilic granulocyte with dense nucleus; ELG, eosinophilic large granulocyte; ESG, eosinophilic small granulocyte; SBC, 
small basophilic cell. 
'B, basophilic; C, chromophobic; E, eosinophilic; r, round; o, oval 
3bh, basophilic hyaloplasm; ag, agranular. 
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好酸性顆粒球という名称は I群を構成する 8種類の血球の

一つにも採用されているが門顆粒の形状は異なっていた

(Table I)。オカヤドカリ類とヤシガニの血球分類群は，同

じ異尾類のヤマトホンヤドカリとゼンマイヤドカリ（とも

にホンヤドカリ科； II群）およびタラバガニ上科タラバガ

二科のタラバガニ (II群）とは異なっていた。

十脚目の系統樹4)と血球分類群を Fig.2に示す。この図

から十脚目の系統と血球分類群の関連は読み取れないが，

緒言でも言及した仮説④ ： [I群の祖先種から分岐した各

動物群において，「血球の種類数の減少（血球種の単純化）」

が起こり，血球種の組成に多様性が生じた］は否定されな

し>o

ヤドカリ上科とタラバガニ上科の系統樹 5)および血球型

をFig.3に示した。ヤドカリ上科はツノガイヤドカリ科

Pylochelidae, オキヤドカリ科Parapaguridae, ヤドカリ科

Diogenidae, オカヤドカリ科およびホンヤドカリ科から構

成され，タラバガニ上科はイボトゲガニ科Hapalogastridae

とタラバガニ科から成る”。ホンヤドカリ科はヤドカリ上

科に分類されるが，本科はタラバガニ上科と単系統群を形

,r-Dendrobranchiata 

成する乳ヤマトホンヤドカリとゼンマイヤドカリ（とも

にホンヤドカリ科）およびタラバガニ科のタラバガニはい

ずれも II群に分類されていることから門ホンヤドカリ科

＋タラバガニ上科では II群が一般的かもしれない。なお，

Fig. 3のホンヤドカリ科のPagurusにはヤマトホンヤドカ

リは含まれていないことから'!,Pagurusの血球分類群は

II? とした。また，ゼンマイヤドカリが所属する属

(Spiropagurus) は系統解析に用いられていないので 5),

Fig. 3には反映していない。一方，本研究におけるオカヤ

ドカリ類とヤシガニはともにオカヤドカリ科に分類される

が (Fig.3), 血球種の組成はそれぞれIV群と VI群に分類

された (Fig.3のCoenobitaには本研究で用いた 4種類の

オカヤドカリ類は含まれていないので， Coenobitaの血球

分類群は IV?とした）。これまでに同じ科に属すものの，

属間で血球種の組成が異なる例は，コエビ下目テナガエビ

科で知られており，本科の PalaemonとMacrobrachiumは

IV群であるが， Conchodytesでは血球種は 1種類であり，

偽単血球性甲殻類に分類されている囚

I II III IV V VI 

Penaeidea 

゜Stenopodidea 

゜Caridea 

゜Brachyura 

゜゜゜Anomura 

゜゜゜Achelata 

゜Thalassinidea 

゜Astacidea 

゜゚Fig. 2. Phylogenic trees of decapods modified from Crandall et al.4l (fig. 2) and hemocyte classification group (I-VI) of 
polyhemocytic decapods modified from Kondo et al. 0 (fig. I 0). 
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Pylochelidae (3 genus) 

Parapaguridae (2 genus) 

g-1, g-2 

g-3 

g-4 

g-5 I ~ 

g-6, g-7 

~ .. t ~ 
Birgus latro (VI) 

}-! ゚Coenobita (IV?) 
u゚ 

g-8, g-9 

Pagurus-A (II?), g-10 

g-11, g-12 

Pagurus-B (II?), g-13-g-18 

Pagurus-C (II?), g-19 

g-20 

1-I .a Hapalogastridae (2 genus) 

Lithodidae (8 genus) containing 
Paralithodes camtschaticus (II) 

Fig. 3. Phylogenic trees of anomuras (Paguroidea and Lithodoidea) modified and excerpted from Bracken-Grissom et al.5J (fig. I) 

and hemocyte classification group (II, IV, VI). g, genus; g-l-g-20, different genus each other; Pagurus-A ~ Pagurus-C, 
different species each other; II? & IV?, expected hemocyte classification group (because of the different species between 
Bracken-Grissom et al. sJ and our reports (present report and Kondo et al. I))). 

176 
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